
番号 学校名 重点１について 重点２について

1
北見北斗高

等学校

○落ち葉清掃
　落ち葉拾いの作業を通して地域住民や仲間との協働作業
から生まれる豊かな感性の醸成に努め、共感的な人間関
係の育成を通して生命や生活環境を大切にする心の育成
と自他を尊重し合う集団づくりを目指している。
○スクールカウンセラー（ＳＣ）だよりの発行とその活用
　ＳＣだよりの発行を通して、ＳＣの来校日を周知するととも
に、いじめ等について多面的に考えてみる働きかけを行っ
ている。

○いじめアンケート
　生徒自身の問題だけでなく、身近な友人たち、クラス、学
年、学校全体の問題として考えていく指導も加えながら、い
じめ等の早期発見に努めている。
○アセス（学校適応感尺度理解ツール）
　アセスを活用してデータに基づいた生徒指導・教育相談
体制を構築し、生徒集団に対して担任等からの指導を通し
ていじめ等の未然防止・早期発見に努めている。
○ＳＣ等との面談
　全校的な教育相談体制の充実を図るため、保健室はもと
より生徒指導部・特別支援委員会・学年とも連携を図り、生
徒や保護者に対してＳＣや担任等との定期的な面談を実施
することでいじめ等の早期発見に努めている。

2
北見柏陽高

等学校

○美術部による北見支援学校との交流を実施
○佐呂間高校と合同開催した芸術鑑賞において、生徒会
が中心となった生徒交流の実施

○教育相談部が作成した資料を教職員に配付し、教員及
び生徒のコミュケーション能力等の向上を啓発
○いじめの実態や未然防止に向けた生徒と学校関係者と
の意見交換の実施

3
北見緑陵高

等学校

○地域の関係機関等の協力を得ながら、昨年度実施の小
中高連携によるスマホメディアルールに関わる生徒会の取
組継続の充実

○子ども理解支援ツール「ほっと」「アセス」を活用した支援
体制の強化

4
北見工業高

等学校

〇地域の関係機関等と協働した生徒の取組の充実
〇生徒会による月別スローガンによる自己肯定感やおもい
やりの心を育む取組の充実
〇どさんこ☆子どもオホーツク地区会議に向けて生徒会に
よる取組の充実

〇毎月「いじめ確認の日」を設け、いじめの未然防止・早期
発見への取組

5
北見商業高

等学校

○生徒会主導で「いじめネットトラブル根絶メッセージコン
クール」に参加し、その後の状況等を公表。
○後期生徒総会の実施。生徒会主導で、よりより学校作り
に向けての討議。

○オホーツク管内高等学校生徒指導研究協議会に参加
○オホーツク管内高等学校教育相談研究協議会に参加
○北見地区高等学校生徒指導連絡協議会に参加
○ほっとROOM・用かいポストなどの教育相談体制の充実
○全員面談の実施（校長・学年）

6
網走南ヶ丘
高等学校

○生徒会の風紀委員会によるいじめ未然防止に向けたポ
スター作成等の取組の充実
○自己肯定感・コミュニケーション能力を育む、生徒会リー
ダー研修会（ネイパル北見）への参加
○新聞局による「いじめ未然防止」に向けた取組を題材とし
た新聞の発行による啓蒙活動の充実
○教育相談委員会による「心育てるワーク」を活用とした自
己肯定感・コミュニケーション能力を育む取組の充実

○生徒理解・教育支援ツール「ハイパーＱＵ」を活用した支
援体制の充実
○網走市青少年連絡協議会等を活用したいじめ未然防止
のための学校と関係機関等の情報共有等の充実

7
北海道網走
桂陽高等学

校

○自己肯定感・コミュニケーション能力を育む、生徒会リー
ダー研修会（ネイパル北見）への参加
○いじめの防止について討議する「どさんこサミット」への参
加
○網走市役所が主催した新庁舎建設に向けた意見交換会
への　参加

○子ども理解支援ツール「ほっとプラス」を活用した生徒へ
の支援体制の強化
○生徒理解・教育支援ツール「ハイパーＱＵ」の結果をもと
にした校内研修の実施
○命の大切さを教員の体験を元に講義を行う「体育館ＨＲ」
の実施

8
紋別高等学

校

○道徳の講演会を通じて、命の尊さや思いやりの心を育む
取組の充実を図った。
○いじめやネットトラブルに関するポスター・標語を作成、強
調期間を設定し啓発活動を実施した。

○高等学校における道徳教育推進に向けた研究協議会を
行い、公開授業や講演会を実施した。
○Hyper-QUの分析を行い、生徒への支援体制の強化を
図った。
○いじめに関するアンケート調査や校内研修会を実施し
た。

9
美幌高等学

校

○社会福祉協議会と連携した、ボランティア活動の充実
○学校農場を効果的に活用した保育所園児との交流会の
開催

○地域協議会個別ケース会議を有効活用した支援体制の
強化
○いじめ未然防止に係る会議への参加
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10
津別高等学

校

○「どさんこ☆子どもサミット」に生徒会役員が参加し、いじ
め問題について他校児童生徒との意見交換を行った。また
その内容を生徒会役員たちと共有した。
○地域主催の祭典や音楽祭等、地域行事への積極的な参
加や、地域のボランティアサークル(高校生ボランティア
サークル｢ひまわり｣)への加入及びその活動を通して、多様
な人間関係を結んでいく力を育んだ。

○子ども理解支援ツール「ほっと」を活用した支援体制の強
化
○いじめの防止に関する全校集会を開催して生徒に周知
するとともに、改めていじめの根絶を訴え、生徒自ら、「いじ
めは絶対に許されないことである」という認識を持たせた。

11
斜里高等学

校
○地域の関係機関等の協力を得た、生徒会の取組の充実

○子ども理解支援ツール「ほっと」を活用した生徒理解とそ
の支援の充実
○サポート委員会による、未然防止のための情報交換

12
置戸高等学

校

〇自己肯定感や思いやりの心を育むＨＲ活動の充実
〇いじめの未然防止へ向けた生徒間コミュニケーション機
会
   の充実

〇いじめ未然防止のための関係機関との連携事業の活用
〇学校関係機関派遣事業の推進および研修の実施

13
留辺蘂高等

学校

○生徒会委員会による、SNS利用に関する啓発活動の実
施
○生徒会執行部主体の通学路の清掃活動の定期的な実
施
○福祉施設利用者、地域住民等を対象とした、交流カフェ
を実施し、レクリエーションや会話等で交流を図った。

○いじめに関する意識アンケートを実施し、教職員・保護者
のいじめに対する意識の把握に努めた。
○子ども理解支援ツール「ほっと」を活用した支援体制の強
化

14
佐呂間高等

学校

○町保健師及び子育て支援ｾﾝﾀｰの協力のもと、性教育講
話「いのちについて考えよう」を実施
○近隣校と「三校生徒指導連絡協議会」を開催し、生徒指
導及び生徒会執行部による協議と情報交換会の開催

○子ども理解支援ツール「ほっと」を活用した支援体制の強
化
○いじめの把握のためのアンケート調査の実施と対応に向
けて指導体制の強化

15
北海道常呂
高等学校

○地域の関係機関等の協力を得た、生徒会の取組の充実
○自己肯定感や思いやりの心を育むふれあい交流会の開
催

○子ども理解支援ツール「ほっと」を活用した支援体制の強
化
○いじめの実態や未然防止のための学校関係機関等の交
流会の開催
○心の教育に係る中高合同の研修の実施

16
遠軽高等学

校
○地域の関係機関等の協力を得た取組の充実 〇異校種連携による学校関係機関との交流会の開催

17
湧別高等学

校

○地域の関係機関等の協力を得た、中高生徒会リーダー
研修会の開催
○自己肯定感や思いやりの心を育む小学生と高校生との
ふれあい交流会の開催
○市町村が独自に開催する子ども会議等の取組の充実

○QUを用いた生徒理解力向上に向けた研修を実施
○いじめの実態や未然防止のための近隣高校リーダー研
修への参加

18
興部高等学

校

○外部講師による生徒の人間関係を形成する力やコミュニ
ケーション能力を育むためのコーチング講演会の実施
○生徒会フォーラムへの生徒派遣と成果の還元

○子ども理解支援ツール「ほっと」及び生活アンケートを活
用した支援体制の強化
○小・中・高等学校合同の生徒指導連絡協議会の開催

19
雄武高等学

校

○良い人間関係をつくり、サポートするスキルを身につけさ
せるためにピア・サポート研修を行い、他者と協力的に様々
な問題を解決していく力を養う取組を実践

○自殺予防やいじめ未然防止の観点から、子ども理解支
援ツール「ほっと」の基本的仕組みや活用について校内研
修を開催、指導上の工夫や改善を検討

20
北海道訓子
府高等学校

○生徒集会(毎月実施)において各クラス、各委員会の代表
による反省の陳述と目標の発表
○どさんこ☆子ども地区会議への参加等、様々なコミュニ
ケーションの場への積極的な参加

○子ども理解支援ツール「ほっと」を活用した支援体制の強
化
○教育相談に係る校内研修の実施と内容の充実

21
清里高等学

校

○スクールカウンセラーによる教員、生徒との教育相談の
実施
○第2回学校運営協議会の開催
○特別な支援を要する生徒に対する関係者会議の開催
○管内保健研究会の開催

○いじめアンケートの実施と結果に対する関係者の協議
○小中高PTA、学校、教育委員会合同生徒指導担当者会
の開催



22
女満別高等

学校

○生徒会フォーラム等と連動した、生徒会の取組の充実
○地域のお年寄りへの「おはぎ配り」と、パークゴルフ交流
の実施

○子ども理解支援ツール「ほっと」を活用した教育相談の実
施

23
北見北斗高
等学校（定時

制）

○交通安全特別作戦
内容：2日間にわたって実施。交通安全意識の高揚を深め、
奉仕活動等を通じて地域社会の一員であることを認識させ
る。
○保健授業
内容：思春期の心身の変化を理解し、自分や異性を大切に
する気持ちや望ましい人間関係について学ぶ
（講師：北見市保健福祉部健康推進課保健師）

○毎日の職員打合せにおいて学級担任をはじめ、生徒の
様子などを話して情報を共有している。
○管内定時制研究会において生徒の状況や指導方法など
について情報交換を行っている。
○市内各機関（児童相談所・市役所こども支援課など）との
連携を図っている。

24
網走南ヶ丘

高等学校（定
時制）

○生徒会の風紀委員会によるいじめ未然防止に向けたポ
スター作成等の取組の充実
○自己肯定感・コミュニケーション能力を育む、生徒会リー
ダー研修会（ネイパル北見）への参加
○新聞局による「いじめ未然防止」に向けた取組を題材とし
た新聞の発行による啓蒙活動の充実
○教育相談委員会による「心育てるワーク」を活用とした自
己肯定感・コミュニケーション能力を育む取組の充実

○生徒理解・教育支援ツール「ハイパーＱＵ」を活用
   した支援体制の充実
○網走市青少年連絡協議会等を活用したいじめ未然防止
のための学校と関係機関等の情報共有等の充実

25
遠軽高校定

時制

○社会福祉協議会の協力を得た、全校でのボランティア活
動の取り組みの充実（全校ボランティア）
○主体性の伸長や自分や他者を大切にする心を育む定時
制通信制親睦交流会の開催

○子ども理解支援ツール「ほっと」を活用した研修会や支援
体制の強化
○担任と生徒の面談（ホームルームカウンセリング）や特別
支援スーパーバイザー及びスクールカウンセラーを活用し
た支援体制の強化

26 東藻琴高校
○地域の関係機関等の協力を得て、生徒会活動の取組の
充実を図った

○子ども理解支援ツール「ほっと」や「アセス」を活用した支
援体制の強化

○生徒会が中心となった「いじめを考える集会」を実施しい
じめの定義の確認やいじめについてのアイスブレイクを
使ったグループワークなどに取り組んだ。


